
東日本少額短期保険株式会社 

 

平成 25年度 決算公告 

 

 

           貸借対照表（ 平成 26年 3 月 31 日現在）の要旨 

 

                      （単位：千円） 

資     産 金 額 負債及び純資産 金 額 

現金及び預貯金 

有価証券 

 国債 

有形固定資産 

 その他有形固定資産 

無形固定資産 

 ソフトウェア 

 その他無形固定資産 

代理店貸 

再保険貸 

その他資産 

未収金 

その他の資産 

繰延税金資産 

供託金 

 

134,951 

99,986 

99,986 

2,491 

2,491 

5,023 

4,833 

190 

49,527 

16,927 

3,876 

― 

3,876 

0 

24,000 

 

 

 

保険契約準備金 

 支払備金 

 責任準備金 

再保険借 

その他負債 

 未払法人税等 

 未払金 

 預り金 

仮受金 

その他の負債 

 

 

 

負債の部 合計 

218,565 

13,834 

204,731 

16,626 

5,205 

1,680 

3,050 

465 

10 

― 

 

 

 

240,396 

資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

その他利益剰余金 

株主資本合計 

評価・換算差額等合計 

 

純資産の部 合計 

140,000 

― 

△43,620 

△43,620 

96,398 

△13 

 

96,385 

資産の部合計 336,781 負債及び純資産の部合計 336,781 

 



                 平成 25年 4月 1日から 

      損益計算書                 の要旨 

                  平成 26年 3月 31日まで 

                      （単位：千円） 

科     目 金   額 

経常収益 

保険料等収入 

保険料 

再保険収入 

資産運用収益 

利息等収入 

その他運用収益 

その他経常収益 

381,358 

378,709 

315,410 

63,299 

89 

89 

0 

2,560 

経常費用 

保険金等支払金 

 保険金 

  解約返戻金 

 再保険料 

責任準備金等繰入額 

 支払備金繰入額 

 責任準備金繰入額 

事業費 

 営業費及び一般管理費 

 税金 

 減価償却費 

372,470 

134,250 

53,181 

11,611 

69,458 

9,995 

1,174 

8,821 

228,225 

221,658 

2,979 

3,588 

経常利益 8,888 

特別利益 0 

特別損失 0 

税引前当期純利益 

法人税及び住民税 

法人税等調整額 

当期純利益 

8,888 

2,853 

0 

6,035 

 



 

（注記） 

１．この計算書類は、中小企業の会計に関する指針によって作成しています。 

２．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）資産の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価基準及び評価方法 

①時価があるもの…期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移動平均法により算定）により評価しております。但し、

満期保有目的の債券については原価法によっております。なお、満期保有目的の債券

で取得価額と債券金額との差額の性格が金利の調整と認められるものについては、償

却原価法によっております。 

②時価がないもの…移動平均法に基づく時価法により処理しております。 

（２）固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産は、定率法を採用しております。 

（３）消費税等の会計処理 

  消費税等の会計処理は税込方式により処理しております。 

 

３．１株当たりの純資産額は、34,423円 25銭であります。 

４．１株当たりの当期純利益額は、2,155円 04銭であります。 

５．ソルベンシー・マージン比率は、344.8％であります。 

６．正味収入保険料は、237,115千円であります。 

７．正味支払保険金は、39,563千円であります。 

８．金額は、記載単位未満を切り捨てで表示しております。 

 

 

注）お詫びと訂正 

 上記５のソルベンシー・マージン比率は検証の結果既に公表していた 367.7％から 

 344.8％に引下げとなることが判明いたしました。 

 ここにお詫びして訂正いたします。 


